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出水市沖合海域におけるクルマエビ漁業に関する研究－１＊’
漁場の底質について
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Abstract

ThegrainsizeconstructiｏｎｏｆｔｈｅｂｏｔｔｏｍｓｅｄｉｍｅｎｔｏｎｔｈｅＰｒａｗnFishinggroundwas

researched,ｍａｋｉｎｇｕｓｅｏｆｔｈｅｓａｍｐｌｅｓｏｆｂｏｔｔｏｍｓedimentscollectedbytheEkmanVerge

bottomsampleratthel95samplingpoints，ｆｉｘｅｄａｔｔｈｅｏｆｆｓｅａｏｆｌｚｕｍｉＣｉｔｙ，withthe

followingresultsobtaine.．

（１）Generallythebottomsedimentofthisoffseaseemstobedividedintothetwokinds，

namely,theoneconsistingofsand,andtheotherconsistingofsiltysand・Theformationsof

thesandpartsarenotedscatteringlyinthefollowingthreesections，namelythetideland

section,Westemsection,andEastemsection，Theformationsofthesiltysandpartsare

dispersedwidelyofftheland,while,apartofthemisstretcheditselfinashapeoftongue
towardsthetidelandsection．

（２）Mediumdiametershowsnearlythevalueofl～4ｄ,sortingisalsoexcellentandthis

resultsuggeststhatthebottomsedimentdispersioninthisoffseaisofinner-gulf-propensity．

（３）Thepositionsoftheaveragedistinguishedcurrentswereresearchedbymeansofthe

valueofmediandiameter，withtheobtainedassumptionthatthｅｒｅａｒｅｔｗｏｋｉｎｄｓｏf

distinguishedcurrent,theonerunningfromtheWestemsectiontowardthetideland,andthe

otherrunningfromtheEastemsectiontowardsthetideland．

出水市沖合海域は八代海の南部に位置し半閉鎖的な立地条件を有しているが，海岸線の長

さが５哩以上にも及ぶ広大な天然干潟の沖合に平坦且つ遠浅の海域が広がり，クルマエビ

〃"αg妬”0伽z‘ｓとクマエビル"αez‘s馳加加肋伽を主対象とするクルマエビ漁業が盛ん

に行なわれている.1),2),3),4）

本研究はこのクルマエビ漁業を漁場，漁具，漁法等の面からシリーズで報告することとし，

今回はクルマエビ類の漁場形成と関係が深いと云われる底質，特にその粒度組成について報

告する．

*１本研究は昭和55～58年度の出水市及び鹿児島県の受託研究費によるものである．

噸ｚ鹿児島大学水産学部漁具学研究室（LaboratoryofFishingGear，FacultyofFisheries，Kagoshima

University,4-50-20,Shimoarata,Kagoshima,890,Japan）

掌３現住所：鹿児島県漁業協同組合連合会（Kagoshima,prefecture'sfederationoffisheriesCooperative

associations,11-1,Kamoikeshinmachi,Kagoshima,890,Japan）
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Fig､１．MapshowingsedimentsamplinglocationsoffthecoastoflzumiCity・
Ｄｏｔ：Bottomsedimentsamplingpoint．
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底質試料は名護港付近に設けられたクルマエビの中間育成地を中心とする195点において，

エクマンバージ採泥器を用い，昭和55年より４年間に亘って採集した（Fig.１～2)．粒度分

析については，操は節分法により，砂についてはエミリー管法，シルトと粘土についてはピ

ペット法により夫々の重量比を求めた．その結果をもとに底質図を作製すると共に，中央粒

径値ＵＷｄ)，淘汰度（”)，歪度（ＳＫｄ)，泥質物含有量(％）を求め夫々の等値曲線図を作

製した．
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Fig.２．Thelocationsofsedimentsamplingpoints,thecircumferenceofreleasingpoiｎｔ

ａｔｔｈｅｏｆｆｓｅａｏｆＮａｇｏｆｉｓｈｉｎｇｐｏｒｔ．

Ｘ-1～Ｘ-15：Samplingpoint
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結 果

底質分布

シルト，粘土の粒度組成からSHEpARD5）の三角ダイヤグラムを求め底質図を作製した
3～4)。底質図よりみた当海域の底質分布は，砂質部とシルト質砂部に概ね２分され
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Fig､３．Sand-silt-clayratlosofeachsedimenttypes．
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るようである．砂質部は桂島付近から黒ノ瀬戸にかけての西部海域と茂道鼻沖合の東部海域

及び干拓地から名護港沖合の干潟域に夫々分かれて広く形成されている．このうち西部海域

の砂質部は黒ノ瀬戸に近づく程粒度が粗くなる傾向がみられるが，同瀬戸の東口に当る桂島

と七尾島を結ぶ線上付近では，底質の粒度に急激な変化がみられるようである．シルト質砂

部は北方の沖合全域を広くおおっているが，その１部は南方の干拓地沖合にむかって舌状に

張り出している．

出水市の沿岸部に広く形成されている干潟域は，淘汰良好の浜砂（Forcesand）でおおわ

れているが，同域から北東方にかけての砂質部は沖合にむかって細粒化し次第にシルト質砂

に近づく傾向がある．広瀬川河口域においては狭い海域内において砂質部と泥質部が複雑な

形で分布し河口特有の底質分布を形成しているようである．

（２）中央粒径値（/Ｗ域）

この値は試料の積算重量の50％径をWENTwoRTHのｄスケールで表わしたもので,値が小

さい程粒径は大となり，また流れの強さを端的に反映させる指標ともなり得る．中央粒径値

の等値曲線図（Fig.５）によると，当海域の中央粒径値は１～６ｄの範囲にあり，ほとんど

は１～４妙の値を示す．西部海域では黒ノ瀬戸から東方にむかって－１ｄから３ｄに至る

各等値曲線が並んでいるが，その中で２‘と３‘の等値線は桂島の北方と南方にむかって

夫々舌状に張り出している．干潟域の北東部に当る砂質部にも３‘の等値線が南西方にむ

かって突出している．更に桂島西方域と東方域の３‘の等値線は共に八代海にむかって張り

出している．以上の各等値線の状態から総合的に考察すると，西部海域では桂島北方を通り

八代海にむかう流れと，桂島南方を通り干潟域にむかう流れが卓越していることが考えられ

る．この干潟域にむかう流れは蕨島北方の急深となっている水域で泥質物の堆積を生じさせ

ているが,干潟域に近づくに従って中央粒径値は３ｄから２ｄと変っているので,更に広瀬

川河口域にむかって流れる沿岸流の存在することを示している．また東部海域より干潟域及

び桂島方面へむかう流れが卓越していることも等値曲線の状態から知ることが出来る．

（３）淘汰度（”）

Traskの計算式によって算出した淘汰度の曲線図（Fig.６）によると，茂道沖合と複雑な

底質分布となっている広瀬川河口域の2個所を除いてほとんどが3‘以下の値を示しているこ

とがわかる．即ちこの海域の底質は淘汰良好であり底質の粒度組成も流れの強さと調和して

いることが認められる．底質図（Fig.４）で示される砂質部はほとんど2ゆ以下の値を示して

おり，この海域における砂質の水域が特に淘汰良好であることがわかる．また前項と同様に，

淘汰度の等値曲線図をみても，干潟域沖合の沿岸流と東部海域より干潟域へむかう流れが卓

越していることを知ることが出来る．

（４）歪度（ＳＫ‘）

Ｉｎｍａｎの計算式より算出した歪度の等値曲線図（Fig.7.）によると，当海域の歪度は全て

の採泥点において１～－１‘の値となり，海底付近の流れと調和した底質を呈していること
がわかる．特に干潟域はＭの値を示しており，その傾向の強いことをあらわしている．黒

ノ瀬戸の略中央部付近，桂島の南方水域及び東部海域では負の値となっているが，これはこ

の付近の堆積物が中央粒径値より粗粒の方へ偏っていることを示しているものである．
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Reclaimedland

Fig,５．Contourmapshowscoefficientofmediandiameter(ﾉＷ‘）ofbottomsurfacedeposits．

RecIaimedland

Fig､６．Contourmapshowscoefficientofsorting(ぴゆ）ofbottomsurfacedeposits．
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Fig.７．Contourmapshowsskewness(ＳＫｄ）ofbottomsurfacedeposits．
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Fig.８．Contourmapshowsmudcontent(％）ofbottomsurfacedeposits
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Fig.９．Contourmapshowsmediandiameter（ｊＷ妙）ofbottomsurface

depositsandarrowshowsmeanbottomcurrentdirection,estimatedfromthe

distributionofbottomdeposits．

←一一：Ayeragedistinguishedcurrent
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（５）泥質物含有量（％）

当海域における泥質物含有量の分布状態は，茂道鼻の一部海域を除いて全て40％未満の値

を示し，特に西部海域と干潟域では，１０％以下の小さい値となっている（Fig.８)．即ち西部

海域では黒ノ瀬戸方面より等値線が舌状に張り出しており，総合的にみてこの海域が底層流

とよく調和した安定度の高い粒度組成を形成していることがわかる．広瀬川河口域は等値線

が複雑に走っているが，これは沿岸流と河川流との混合による結果と考えられる．干拓地の

略中央部を流れる蛇淵川の河口沖合にも複雑な等値線を示す水域があるが，これは黒ノ瀬戸

より流入する沿岸流と東部海域から南西方へむかう底層流の収束域にあたっているためと考

えられる．

（６）中間育成地付近の底質

名護港の西方地先海面に設置されている中間育成地の沖合に15点の採泥点を設け試料を採

取し分析した(Fig.２)．その結果によると，中間育成地付近では小石が砂質をおおう形とな

り，篠質物含有量が高い値を示した．しかしその沖合は淘汰良好で中央粒径値は２～３ｄの

値を示し安定した砂質部を形成している.防波堤近くのＸ-13点においては中央粒径値がや＞

高くなっているが，これは潮流が防波堤によって遮られ細粒化したものと考えられる．

考 察

クルマエビ類の生息域については底質と関係があり，その底質としては砂質か砂泥質が考

えられると言われている6)．当海域の底質をみると,概ね砂質部とシルト質砂部に２分されて
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おり底質面からみて当海域は一応クルマエビ類の生息域として適しているものと考えられる．

当海域の砂質部は沿岸部に広く形成されている干潟域から黒ノ瀬戸及び桂島方面の西部海

域と広瀬川河口沖合の東部海域にかけ扇状に２分されて伸びており，稚エビの生育場として

また親エビの回遊及び産卵の場として優れた適環境を形成しているものと考えられる．含泥

率25％と40％の等値線は，クルマエビとクマエビの分布域に夫々対応していると云われてお

り７),その結果,当海域におけるクルマエビ類の分布と底質分布とは深い関係にあることを示
している.当海域は中央粒径値や淘汰度からみて内湾的性格を有しているが，１部に強い底層

流の存在することが予想されるものの，全体的にみて潮流の動きに調和した底質分布となっ

ている．当海域における平均的卓越流の動きを底質の粒度組成から検討すると，黒ノ瀬戸か

らの流れは桂島西方海域において南北に分かれ，１つは干潟域にむかう沿岸流となり，他の

１つは北東方向への流れとなると考えられる（Fig.9.)．この沿岸流は干潟域を流れた後，広

瀬川河口付近において河川流と交錯し複雑な流れと変る.一方,東部海域では茂道沖合から南

西方向へむかう卓越流が存在し，その主流は干潟域に達するものと考えられる．この干潟域

を中心とする東西海域よりの卓越流の収敵状況は，先に述べた底質分布と同様，当海域にお

ける漁場環境の大きな特徴であり，クルマエビ類の分布と深いかかわりあいをもつものと考

えられる．なお底質の粒度組成より流れの動きを推定する手法は，近くは早坂・大木ら８)に
よって鹿児島湾の場合で試みられているが，いずれも実際の水塊の動きと殆ど一致している

ことが報告されている．そこで本研究でも同じ手法で検討してみたわけだが，この結果だけ

でクルマエビ類の分布と即結びつけることは出来ないので，次回以降に漁場分布や操業方法

等についても夫々検討し，総合的にクルマエビ漁業について研究の進展を計る所存である．

要 約

出水市沖合海域に195点の採泥点を設け,エクマンバージ採泥器により底質試料を採取し粒

度組成を求めた．その結果

（１）中央粒径値(/Ｗ域）は略１～４‘の値を示し，淘汰も良好であり，内湾的性格の強い

底質分布となっている．

（２）底質は砂質とシルト質砂に概ね２分される．砂質部は干潟域，西部海域及び東部海域

に夫々形成されている．シルト質砂部は沖合から干潟域にむかって舌状に南下し張り出し

ている．

（３）中央粒径値の等値曲線図より平均卓越流の存在を検討すると，西部及び東部海域から

夫々干潟域にむかう２つの卓越流の存在することが推定され，この流れが当海域における

クルマエビ類の漁場形成に大きな影響を与えているものと考えられる．

本研究は昭和55年度より同57年度にかけて実施した出水市の委託調査及び昭和58年度に実

施した鹿児島県の委託調査の結果を総括する形で整理し報告したもので，底質の分折とクル

マエビ類の漁業については共同研究者の本中野が主として担当した．なお本研究の推進に当

っては，鹿児島大学理学部地学科大木公彦教官の御指導をいただいた．厚くお礼申し上げ

る．また研究の実施に当り御協力を賜わった出水市経済課長他水産係御各位と出水市漁業協

同組合長他職員並びに組合員御各位に対し深い謝意を表する次第である．
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